
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治コラムニストの仕事 

｢風知草｣の場合 

山田孝男 毎日新聞政治部専門編集委員 
 

２００８年１１月１９日 

毎週月曜日、毎日新聞朝刊に掲載されている政治コラ

ム「風知草（ふうちそう）」が、１２月１７日で連載開始１

周年を迎える。執筆者の山田孝男さんが、先輩達の様子

も紹介しながら、船出から１年間の「若葉マーク」コラ

ムニストの日常を、開始するにあたっての自分の覚悟や

スタンスなど楽屋裏を交えて語ってくれた。 

政局の見通しについては、「ついに幕末」との認識を示

し、「薩長は一体どこに」と現状を嘆いた。 
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司会 今日は毎日新聞の政治部専門編集委員、と

いうよりもコラムニストと申し上げるべきかと

思いますが、山田孝男さんにおいでいただきまし

た。簡単にプロフィールをご紹介します。１９７５

年入社、長崎支局を振り出しに、東京本社社会部

などを経て、８３年から政治部。ちょうど２５年、

日本の政治を見てこられたわけです。当時の中曽

根首相からいまの麻生さんまで、１５人の首相を

見てきたことにもなります。政治部長、編集局次

長、編集局総務を経て、昨年１０月から現職です。

この異動の際に挨拶状をいただいたのですが、そ

こには「インターネット革命なお猛り狂う中、馬

耳東風のアナログ精神をもって奮闘の決意にて」

と書かれていました。山田さんの姿勢がよく現れ

ているように感じました。 

クラブでは、記者会見の企画、運営を担当する

「企画委員」を２００１年から昨年１０月まで６年

間、務めていただきました。政治関係の会見、研

究会の司会や、国政選挙の際の党首討論会での代

表質問などをご担当いただきました。 

月曜日の朝刊に掲載されているコラム「風知

草」は昨年の１２月１７日にスタートして、１１ヵ

月が経つわけですが、きょうは「政治コラムニス

トの仕事」と題して、取材のご苦労やコラムへの

反響などをうかがいます。政局分析などにも触れ

ていただけるかと思います。 

山田孝男 毎日新聞政治部専門編集委員 毎日新

聞の山田でございます。地味な会合にお集まりい

ただきまして、ありがとうございます。 

いまご紹介いただいたとおり、日本記者クラブ

で質問したり司会したことは何回かあるのです

けれども、自分がゲストになってしゃべるという

のは初めての経験で、ちょっと戸惑っております。

ご案内のとおりのテーマをいただきましたので、

私の自分のコラムをつくっている日常、楽屋裏の

話と、政局取材は多少しておりますので、その手

ごたえというようなものをお話しさせていただ

きたいと思います。ただし、何年取材をしていた

から、解散時期がわかるというものではございま

せん、と申し上げて、あらかじめ予防線を張って

おきたいと思います。 

岩見先輩の「近聞遠見」との並走 

政治コラムニストの仕事と申しましても、岩見

隆夫先輩や読売の橋本五郎さんのような、年がら

年中、講演で日本中を飛び回っている売れっ子の

人と、私のように、きのうきょうコラムニストに

なった者とは全然日常が違うわけであります。橋

本先輩や岩見先輩はしょっちゅう地方を飛び回

って、そこで地域選出の国会議員や知事、市長と

交流があり、それが情報になり、また東京に戻っ

て、さらに情報を蓄積するという日々であります。 

一方、私は何をやっているかというと、竹橋と

いう、ちょうどこの反対側のお堀の向こう側に毎

日新聞社があって、そこの４階の一番皇居側の窓

際に席があります。政治部の一番端っこに私の席

がありまして、そこへトボトボと出勤するわけで

ありますが、何だかんだ言っても、やはり新聞社

の政治部というのはそれなりのインフラであり

まして、そこにいて新聞の切り抜きでもしていれ

ば、政治部のデスクなり論説委員なり、編集委員

なり、私の同僚が集まり参じて、いろいろ情報を

持ってきてくれる。そこでいろいろと分析をしな

がら、これはと思った取材先に電話を入れて、ア

ポをとって、というようなことになります。日常

を端的にいえばそういうことなのでございます。

その結果、何がわかったかということは、後でお

話を多少申しあげます。 

なんで私が去年からコラムニストというもの

になったのかといういきさつから、まずちょっと

説明をいたします。これは何のことはない、岩見

隆夫さんという、政治コラムの業界では一番著名

なライターだと思いますが、平成２０年の春で入

社５０年。５０年間、新聞記者をやり続けて今もお

書きになっている。ついては、やめたいと。そろ

そろ引きたい。７３歳でいらっしゃるんですが、

ちょうどこの間亡くなった筑紫哲也さんなどと

首相官邸記者クラブで一緒に仕事をされていた

方です。大体同じご年配だと思います。 

その岩見さんが、もうやめるとおっしゃったの

で、じゃ、政治部でだれか書けという話になりま

した。私はそれまで人事担当、編集局長代理のよ

うなことをやっておりまして、編集局内の人事、

賞罰、そういうことをさばく才覚が全くないでも

なかったのです。語弊がありますが、そういうと
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ころで迷っていたんですけれども、いろいろござ

いまして、結局おまえが書けという話になりまし

て、「そうですか」と真に受けて、１２月の１７日

に始めました。 

岩見先輩のご心境を忖度すれば、書きたくもあ

り、書きたくもなし、ではなかったのではないで

しょうか。「近聞遠見」を２０年間やっていらして、

もう面倒くさいと――。これだけじゃありません。

「サンデー毎日」の「サンデー時評」とか、とに

かくあの方は怪物ですから、週刊でレギュラーが

３本、月刊が３本くらいあるかな。そのほか講演、

テレビですから、ちょっとまねができません。お

酒の量もちょっと化け物ですね、あの方はすごい

量を召し上がります。そういうエネルギーが私に

はないので、非常に迷ったのですが……。 

岩見さんのコラムは、現在、毎日新聞では毎週

土曜日に掲載されております。同じ位置に、毎週

月曜日に私のコラムが載ることになりまして、最

初の話では、途中で交代するはずだったのです。

同じ政治のコラムが１日置きに週に２回出ると

いうのはおかしいだろうという議論が社内にあ

りました。 

ところが、やっぱり岩見さんはファンが多いも

のですから、いいじゃないかということになり、

ぜひやっていただきたいという話になる。いざ始

まってみると、趣も違うから並走もよし、という

意見もあったようで、今日、二つのコラムが続い

ています。私のほうは１年、岩見先輩は来年で２

０年。岩見先輩は盤石のライターでありますが、

よたよたと走り出した私も今のところ、「おまえ、

そろそろやめろ」とは言われてはいないわけです。 

岩見さんは１９８９年の９月５日付で「近聞遠

見」を始めるわけです。その第１回が、これはな

かなか着眼がいいと思うのですが、「小沢幹事長

が気になる」だったのです。当時、海部政権で小

沢幹事長です。幹事長が豪腕と言われた。いろん

なことをなさるわけで、話題をつくって、そこか

ら入るわけです。 

１９８９年という年は、「サンデープロジェクト」

という番組が始まった年なのです。それから、当

時は政治コラムなどというものは新聞になかっ

たのです。岩見さんのようなスタイルの政治コラ

ムというのはなかった。新しい試みに対して大変

批判もありました。邪魔にされた、妨害されたと

いうことをいろいろ先輩方から聞いております。

当時は新しい試みだったのです。 

私は当時、前線の中曽根派の記者でした。佐藤

孝行さん、古い方はよくご存じでしょう。ロッキ

ード事件で失脚された方ですが――失脚しなか

ったな、復活されたんですが――なかなかの貫祿

のある方でした。この方が中曽根派のスポークス

マンでした。 

当時、私は名前を覚えてもらえませんで、「毎

日さん」と言って私に呼びかけられるわけです。

「はあ」「何だね、君のところの、今度始まった

岩見とかいうののコラムは。古いことばっかり書

いて、こんなものが新聞かね」と言われたことが

あるのです。それで私は「先生はそうおっしゃい

ますけど、中曽根先生はおもしろいとおっしゃっ

ていますよ」といったら、佐藤さんは「だから、

中曽根はだめなんだ」と言われたのです。 

これはどういうことかというと、中曽根さんは

政治ニュースというものを、教養的な話題とか文

学的な味付けをして料理するということに対し

て関心があるのですけれども、佐藤孝行さんは非

常に現実主義者ですから、そういうことには全く

関心がない。「そんな古い話を持ち出して、つま

らない。なんだね」というようなことを言われた

のを覚えています。それほど、ああいうコラムは

珍しかったのです。けれども、どんどんふえてま

いりました。 

朝日の早野透さん、星浩さんがいまは書いてい

ますし、橋本五郎さん、田勢康弘さん、それぞれ

皆さんお書きになっている。そういう実績のある

方が、本来「政治コラムニストの仕事」というテ

ーマでお話になるのが一番いいのだろうと思い

ますけれども。 

朝日・河谷氏は「いい屋号だ」と 

また、私のところに戻りますけれども、私はそ

ういうことで「風知草」というコラムをつくるこ

とになった。「風知草」とは一体何であるか。読

み方は「ふうちそう」と読むのであります。読み

間違ったって「かぜしりぐさ」としか読みようが

ありませんが。「どうしてこんな名前をつけたの
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だ」というふうに言われます。さっき控え室でも

説明したのですが、私がコラムを書くにあたって

は、編集局長や周辺の仲間たちがいろいろ心配し

てくれまして、いろんな案を出してくれた。どれ

がいい、どれが悪いというのを合議して、反対が

少なかったのが「風を読む」だったのです。 

私は、それだけは勘弁してくれ、そんなつまら

ないタイトルはどこにでも転がっているじゃな

いか、と。そんなものでは、僕はちょっとやって

いけませんからということで、それをあずかりま

して、広辞苑と新明解と白川静の字通を抱えて、

一晩、あるところへこもりました。 

徹底的にひっくり返しましたら、結局、広辞苑

でしたけれども「風知草」というところにたどり

ついたわけです。「風」がついていればいいんで

しょう、という感じです。風を知る、風の流れを

知る。草というのは、民草の草、民衆というか、

そういうつもりで、「風知草」っていいじゃない

か、と。そうしたら、誰も反対しなかったので、

つけました。 

だけど、これもいま楽屋でお話ししたのですけ

れども、いまだに「わけがわからん。君、来年か

らタイトルを代えたまえ」とおっしゃるＯＢがい

て、閉口しております。ただ、この間まで「素粒

子」を書いておられた朝日の河谷史夫先輩からは、

「いい屋号じゃないか」と褒めていただきまして、

これはうれしかったですね。 

私自身は知らなかったのですが、私の母が８０

歳で、いまちょっと弱ってはいますが、第１回が

載った日に、たまたま電話をしましたら、「宮本

百合子ね」というのです。プロレタリア作家の宮

本百合子に『風知草』という小説があるわけです。

『播州平野』と姉妹編で。私も知らなかったので

すが、これは昭和２２年の毎日出版文化賞第１回

受賞作品だったのです。 

谷崎潤一郎の『細雪』と同時受賞なんです。そ

れで僕は恐れ入って、宮本百合子なんか読んだこ

となかったですから、読みました。なかなかいい

小説です。プロレタリア臭くない――プロレタリ

ア臭くないというのは語弊がありますけれども、

マルクス主義がイデオロギッシュに出てくるの

かと思ったんですけれども、そういうことはない

という意味であります。 

私はさらにへぇぇと思ったのですが、共産党の

志位さんと不破さんを、このシリーズで１回ずつ

取材していますが、共産党の歓迎ぶりがすごいの

です。歓迎ぶりがすごいというのも語弊がありま

すけれども、事務局がみんな知っているわけです。

「よくこのタイトルをつけていただきました。あ

りがとうございます」。さすがに代々木に行くと

みんな知っているんですね。奇特な人がいるもの

だという感じで、参ってしまいましたけど、 

別に共産党のちょうちんを持つためにつけた

わけではないのです。ただ、もちろん志位さんは

そういうことと関係なく、大変いい国会質問をさ

れていますので、そういうときは取りあげさせて

いただいているということで。命名の由来という

のは、そういうことなのです。 

巨大メディアへの不信の中でどう書くか 

それから、イラストレーションの画家を選ばな

くてはいけないということになりました。インタ

ーネット全盛です。そういう現状で、新聞コラム

などというものにこだわる意味があるのかとい

う不安が若干、なきにしもあらずなんですけれど

も、そんなことはない、やりようだというふうに

私自身は思っております。やはりインターネット

ではできない、紙に印刷された、「風知草」とい

う題号があって、イラストレーションがついてい

る。しかもジャーナリズムですから、その時々の

トピックスをちゃんと扱っている――。 

そして、やっぱり一番このコラムで私が意識し

ていることは、こんなことなのです。新聞などの

メディアが、読者の側からみると、非常に大きく

てうっとうしい存在になっている。メディアが何

かを言っても、かつてのように、すぐに共感され

ることがないというか、メディアというものが巨

大であり硬直していて、むしろ市民社会に対して

非常に暴力的な脅威であるという感じを持って

いる人たちが多い。それが受け手の人々の実感で

あろうというふうに思うわけです。 

したがって、社説や普通の記事で「行政がけし

からん」とドーンと書いても、民衆の中に入って

いかない。「何言ってんだ、メディアもメディア

じゃないか」というのがまず基本にあるわけです。
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それをどうやって乗り越えるのか。悪いのは政治

家だ、行政だというステレオタイプにうんざりし

ているわけですから、やはりメディアそのものの

問題点というものを踏まえて、おれはこう考える

けれども、どうだろうかという言い方へ、あるい

は、断定できないことについては、おれは迷うと

か、おれにはわからんとか、という前提をはっき

りさせた上で物をいうべきじゃないのか。そうい

う文体、そういう語り口というものでやれば、ま

あ読んでくれる人は読んでくれるのではないか

と私は思っているのです。 

新聞社というものも、私が入社したころに比べ

ると、ずいぶん変わっています。悪名高い記者ク

ラブも、昔は大体朝日と毎日と読売が談合すれば、

それですべてが決まっていたわけであります。い

まは全然違います。当時は、新聞の支配力という

ものが非常に大きかった。それが徐々に崩れてい

って、いまやインターネット革命の中で、新聞が

Ａだといえば、ネットはＢ、新聞が黒だといえば、

ネットは白という関係です。もちろんネットだけ

じゃありません。雑誌ジャーナリズムもあります

し、そういう激しいメディア状況の変転の中で、

ジャーナリズムには一体どんな可能性があるの

か。それはやはり基本に戻って、きちんと取材し

て、きちんと報道する、そういう信頼感だと私は

思うのです。 

ネットでスクロールしてみていくのとは違う。

メッセージの核心を象徴するようなイラストレ

ーションがあり、見出しがきちっとあって、一覧

的にメッセージを把握できるというか、訴えたい

ことがきちっとそこに出ている。そういう形をつ

くれないかということが、私が考えたことです。

そうすると、絵が必要になるわけであります。 

この絵をどうするかということで、私は毎日新

聞がお世話になっている先生方にまずアプロー

チしてみたんです。岩見さんのイラストをお描き

になっている西村晃一画伯に、私はあの絵が大好

きなものですから、「先生、題字だけでも私につ

き合っていただけませんか」というふうに申しあ

げたんです。けれども、「いやあ、協力したいけ

ど、ボクはレタリングは専門外だからなあ」と断

られてしまいました。 

結局何をやったかというと、インターネットで

調べました。墨絵がいいなと思って、インターネ

ットで、墨絵のイラストレーションの方を検索し

たら、一番上に五十嵐晃さんという人がいたんで

す。それだけで決めたのではないですよ。もちろ

ん、ホームページをみて、あ、これはいいなと思

ってお願いしたんです。 

それで、お受けいただきまして、初めを何にす

るか、誰を取りあげるかになった。去年の１２月１

７日、第１回は鈴木宗男を扱ったわけです。これ

がまたいろいろハレーションを起こしました。

「おまえ、せっかく晴れのコラムをやるのに、何

で鈴木宗男なんか扱うんだ、ばかじゃないか」と

言う人がいるわけです。 

なぜ第１回が「鈴木宗男」だったのか 

なぜそうしたかをいまからお話し申しあげま

す。私の問題意識としては、いま、巨大メディア

に対する民衆の不信があるわけですね。実際には

政治記者は隨分鈴木宗男さんの世話になってい

るわけですよ。特に外交関係では。きのうまで「宗

さん、宗さん」と言って情報をもらって、さんざ

ん世話になっておきながら、検察に逮捕される状

況になったら、手のひら返してバンバンぶっ叩き

まくる。 

地裁の判決が出たところまではぶっ叩きまく

ったけれども、鈴木さんという人がまたただ者じ

ゃないものですから、４３７日の拘束に耐えて出て

きて、本を５冊書いてしまう。そこでまたブーム

が起こってきて、津々浦々、鈴木宗男が行くと、

居酒屋でみんな一緒になって「記念撮影しよう」

ということになっちゃうわけです。それで、ワイ

ドショーにも出てくる。そうなると、メディアは

すぐにグニャっとなって、鈴木宗男さんはこう言

っている、などということを書き出すわけでしょ

う。こんな無節操なことがあるかいな、というこ

とが私の基本的な問題意識でありました。 

大体、鈴木宗男及びその盟友である佐藤優氏、

この佐藤優氏には有名な『国家の罠』（新潮社）

というノンフィクションがございますね。これが

毎日新聞出版文化賞特別賞というのを０５年に取

るわけです。又聞きだから間違っていたら申しわ

けないけれども、あれは講談社か小学館のノンフ

ィクション賞を高名なジャーナリストの反対で
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見送られているといういきさつがあった。そこへ、

硬直した古いメディアと思われていた毎日新聞

社の出版文化賞、これは権威ある賞ですが、その

特別賞が出たもんですから、大変感謝をされたよ

うに聞いております。 

赤坂プリンスホテルでわが社主催のパーティ

がありまして、もちろん佐藤優さんだけではなく、

全受賞者対象のパーティだったのですが、私は当

時、毎日新聞の編集局次長でして、受付の近くに

待機して、おもてなしをする係で立っておったわ

けです。突然あらわれた鈴木宗男氏が私のところ

に脱兎のごとく駆け込んできまして、「いやあ、

山田さん」と言って握手されたわけです。それで、

私、ちょっと後ずさりしたんですね。これはまず

いな、と。 

私も実は、鈴木宗男が逮捕されたときに、「当

然だ」と書いたわけであります。私はもちろん、

鈴木宗男さんをよく知っていますよ。そんなに世

話になったつもりはないけれども。だけど、宗男

さんという人は、会場にいるほとんど全部の人と

握手して回る勢いですから、そういう人ですから。 

それで参っちゃって、それが私、非常に重くの

しかかってまいりましてね。これは自分として、

言論人としてやっていくからには、この問題に対

して明確に答えを出して、鈴木宗男は何がよくて

何が悪いのか、ということを交通整理してからじ

ゃないと、おれは船出できないぞ、というふうに

自分で考えました。 

いま、この会場でも、鈴木宗男は一体何で逮捕

され、何で有罪になったかと説明できる方は少な

いと思うんです。四つ罪状があります。受託収賄、

あっせん収賄、政治資金規正法違反と偽証です。

これはそれぞれ私は一応説明できますけれども、

有罪が確定していないから公民権は停止されて

いないわけであります。この間、２月に高裁で、

懲役２年と追徴金１,１００万円ですか、これは地裁

の判決がもうすでに出ているわけでありますが、

高裁は控訴棄却ですから、そのままでありまして、

まだ確定していないわけであります。 

民衆――民衆というのも生意気な言い方かも

しれないけれども――世間の人たちは、何で彼が

たたかれたのか、有罪なのか、どこがいいのか悪

いのか、わからないまま流れていて、鈴木宗男さ

んはいまや完全に復権し、小沢一郎さんと北海道

の選挙で協力の約束をかわし、佐藤優という人は

また論壇の英雄であります。いまや大変な勢いで、

あらゆる雑誌に登場されます。もちろんそれだけ

の才気のある方だし、私はあの『国家の罠』は大

変いい本だと思いましたし、わが社はよく特別賞

を出したと思います。 

だけれども、全く節操もなく、世間というもの

が宗男をたたき、佐藤優を蹴飛ばし、また流行っ

てくればそれに乗っかっている。この浮つき方と

いうのは一体何であるか、ということです。それ

に対してきちっとモノを言っていかなくてはい

かん。言っていくというのは、私が僣越に何かを

決めつけるということではないのですけれども、

つまり、流行りにパッと乗るだけではいけません

でしょう。もう少し基軸を持ちましょうや、とい

うことです。そういうつもりです。そういうこと

を問題提起していきたいということで、第１回に

鈴木宗男という人を取りあげ、取りあげるからに

は、もちろん鈴木さんの本を全部読みました。全

部読んで、もちろん会いました。 

この涙はウソではない 

会って、お話をうかがった。そのときに、私は

そのコラムにも書きましたけれども、その段階で、

年に講演が４０回だったかな。ですから、大体毎

週 1回は講演なさっていた。 

話にはパターンが当然あるわけであります。４

３７日拘束されて、保釈された後に０３年の衆議院

選挙になるんですけれども、このときに、胃ガン

がみつかって、鈴木さんは出馬を断念するのです。

そのときに、その年だったか、翌年だったか、い

まわの際のお母さんに、「宗男、母ちゃんは悪い

子を産んでいない。そんなことでくじけないで、

国会へ行け」と言われて、涙ながらに彼は次の年

の参議院選挙に出馬されるわけでありますが、こ

のくだりなんていうのは、なかなか泣かせどころ

でありまして、ぐっときてしまいます。私はテー

プで録音して取材したのですが、鈴木さんはその

話のところでボロボロ泣くわけです。これは聴衆

はぐっときますよ。 

この涙はウソではない、そこにはやっぱり真実
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があると思うし、私はそれを取材しながら、田中

角栄という人を思いました。戦後史における田中

角栄の評価の複雑さということは、やっぱりロッ

キード事件の評価と、田中さんの業績と、彼の政

治家としての存在感というのは、今日ももちろん

いろいろ議論がありますけれども、やはり人間評

価の複雑さと言うことを思うわけです。 

私は、鈴木宗男はけしからんと言って、１回は

断ち切ったというか、偉そうに書いたんです。そ

れはそれで私はそう信じたからだけれども、その

とき私が確信した批判の根拠というものは、甚だ

狭い、浅い。人間と歴史に対する洞察が甚だ弱い

というか、小さかったなと反省しています。もち

ろん鈴木さんが全部正しいということにもなら

んのですけれども――。 

ある時期までは、検察が政治家の逮捕に踏み切

る場合には、１億円の受領が大体裁量の一つのめ

どだったと言われたのです。けれども、どんどん

ハードルが下がって、ヤマリンという木材伐採会

社から副長官時代にもらった額が４００万円か５０

０万円かという争いがあるのですけれども、その

くらいで、それとあっせん収賄のほうと合わせる

と１，１００万円、わずかな額とは申しませんけれ

ども、政治資金を扱う政治家の特殊性に照らし、

従来なら立件しなかったレベルの金額でも逮捕

する。世論があれば逮捕するという状況になって

いるわけであります。そのことについて現状をス

ケッチするという意味で書いたのが鈴木宗男論

のところでございます。 

鈴木宗男さんは、０４年の参議院選挙では４８万

票取って、このときは落ちているんですけれども、

０５年の小泉郵政選挙のときには、新党大地で４

３万票取って当選しています。それで、今日の地

位があるわけです。 

私はそれで始めたんですけれども、当然、さっ

きも申しましたように、そういう体質の、つまり

ミニ角栄と言われたような、ばらまき体質の宗男

さん、それから政官癒着の象徴であるような鈴木

さんを、最初に取りあげるのはいかがなものかと、

経済部の私の尊敬する先輩から、スタート直後に

批判をいただいたこともございます。しかし、私

には今いったような問題意識がありますので、

「ここは譲れません」と。 

岩見さんは、最初のねらいを小沢一郎に定めて、

２０年後の今日も小沢一郎が中心であります。実

に２０年間、小沢一郎で飯を食っているようなも

のであります。炯眼だなと思いますけれども、私

は別に鈴木宗男で飯を食うというようなつもり

もありません。けれども、つまり、くどいようで

すが、そういう問題意識でありますから、それで

始めたことに別に悔いは持っていない。 

「二世議員減少説」に大きな反響 

それで、日常どうやっているかということに話

を戻しますけれども、大体土曜日に原稿を書いて

おります。日曜日が組み込み日ですので、私はあ

まり好きな番組ではありませんが、商売柄しよう

がないので、日曜日の朝の「サンデープロジェク

ト」は一生懸命、見なくてはいけない。そこで週

明けの政界に影響するような話題が出れば、ちょ

っと原稿のトーンも整えなくてはいけない。それ

で原稿を出して、修正をして、紙面に載る月曜日

というのはブラ勤であります。出社はするけれど

も、休養であります。新聞を見ながら火、水、木

といろいろ動いてみて、金曜ぐらいまでにこれで

いこうと思って絵を決めて、イラストレーターに

発注いたします。その間に起きたこと、できるだ

け直近のこと、おもしろいと思ったことを掘り下

げる。だけれども、ねらいどおりにはなかなかい

きません。 

最近私が書いたことの中で割と反響があった

のは「二世議員」でした。「実は、世襲は減って

いる」という、ちょっと刺激的な見出しで出しま

したら、えらく反響がありました。まず社の先輩

の牧太郎さんに「ホントかョ、山田」と言われま

して、「いやいや、牧さん、こうなんですよ」と

説明しましたが。論説委員の松田喬和さんという

政治部の先輩、この方もやって参りまして「そん

なわけねえだろう」と納得してくれません。大体

政治記者の前線、ベテランがみんな「そんなわけ

ねえ、資料みせろ」と言うので、配りましたよ。 

それから、手紙もいくつかいただきました。あ

なたのような楽観的な問題意識では日本はよく

ならない、困る、という手紙をいただいて恐縮し

ました。けれども、これはこういうことなのです。 

二世議員は、麻生内閣では、中山（成彬）さん
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のかわりに国土交通大臣に入った金子（一義）さ

んを入れて１２人。１８人中１２人が世襲議員であ

るということですから、大変な批判が巻き起こっ

ている。 

それで、私がやったことは何か。民主党は岡田

克也さんのところでこの問題をずっとやってき

た。法律で規制すると、職業選択の自由に差し障

りますので、憲法違反になるという問題がありま

す。それで法律的な規制はできないということで、

民主党は、党の内規にする、あるいは資金管理団

体の世襲はやめさせるとか、いろいろ提言をまと

めているわけです。そのペーパーがまとまったこ

とがわかりましたので、それを書こうと思ってペ

ーパーをもらいました。これは野田佳彦さんのと

ころでやっているんですけれどもね。 

それから私は、オーソドックスに、アメリカ議

会史に詳しい東北大学の川人貞史先生、それから

イギリス議会史の東京大学の高橋直樹先生、神戸

大学の阪野智一先生の３人にお話をうかがいま

した。神戸の阪野先生と仙台川人先生は電話でし

たが、東大の高橋先生にはわざわざ弊社までお越

しいただきました。各国議会史をたっぷり講義し

ていただきまして、大体日本と似た例はないんだ

ということがよくわかりました。 

イギリスの上院で世襲が問題だといっても、上

院は選挙がありませんから、ここの世襲が問題で

あるというのは、また別の問題です。ブレアの上

院改革が半端に終わったという話も非常におも

しろいと思いましたけれども、日本の参考にはな

らない。後で読売の特集をみますと、イタリアが

似ているというんですけど、イタリアまで調べる

余裕はなかったのです。 

民主党のペーパーだけで、民主党はこう考えて

いるよ、だけじゃつまらないなと思っていた。た

またまその日、小池百合子さんとご一緒する機会

があったのですが、小池さんは、「あら、そうい

うことは成田さんが詳しいわよ」とおっしゃった

んです。 

成田憲彦さんというのは、駿河台大学の学長を

やっていらっしゃって、細川護煕首相の首相秘書

官だった方です。もともとは国会図書館の政治議

会課長をされていて、選挙制度、政治制度の国際

比較に詳しい方です。この方が朝日新聞大学合格

ランキング２００９年――私、そんなのを朝日が出

しているのを知らなかったんですが――そこで

成田教授が、政治家の出身大学ということをやっ

ているわけです。おもしろいデータなんです。 

その中に、成田教授の独自の分析で、世襲議員

という項がありまして、世襲議員は――世襲とい

うのは二世か三世ですけれども――衆議院の自

民党に集中している。衆議院自民党の４０％は世

襲である。ああ、多いなと思うんですけれども、

ただ、これを世代別に分析していくと非常におも

しろい。１回から３回の若手は５人に１人。４回

から６回、中堅は３人に１人。当選７回以上にな

ると２人に１人で、１０回以上は５人に４人まで

世襲だというデータがある。だから、これはだん

だん解消していくのである、といえるかどうかな

んですけれども、データとしてはそういうことな

んです。 

確かに傾向がそうであるし、小選挙区制を導入

してから、確かに減っている。成田教授は、民主

党が人材を公募する、そういう文化を入れたので、

自民党もまねをせざるを得なくなっているんだ、

ということです。そういうことをおっしゃるので

「ああ、そうですか」と思って感心して書いたん

ですけれども、いま、ちょっと考えると――。牧

先輩や松田先輩に言われたからではありません

が、牧さんには「まあ、しかし、刺激的で、なか

なか問題提起としてはおもしろかった」なんて言

ってからかわれましたけれども、確かに小選挙区

では二世議員が出やすいですね。地盤を譲りやす

いから。ですから、そこは小選挙区になったから

それで世襲は解消するのだといえるかどうかと

いうのは、微妙な問題だということで、保留しな

くてはいけません。 

いまこの例を引きましたのは、コラムニストが

最初に思いついて、当初こう書こうと思ったこと

が、雑談をしているうちに、小池さんの発案で成

田氏に取材してみたら、全然イメージが変わった

ものが出てきて、ちょっとおもしろい問題提起が

できたかもしれないな、というようなこともある

ことを申し上げたかったからです。 

 



 8

メディアは正面から「田母神問題」を議論したか 

さて、それで、もう一つそこにお配りした、一

番新しい私のコラムをみていただいていると思

いますけれども、これは田母神問題であります。

当然、田母神問題は取りあげようと思いました。 

この問題はすごく複雑です。すでにいろいろ論

じられているとおり、歴史認識そのものの問題、

それから懲戒免職か諭旨免職か定年退職か、そこ

の措置の問題、自衛隊の人材養成の問題、日本人

の国防意識、文民統制……と、いろんな側面があ

ります。けれども私が一番重要だと感じたのは、

「何か問題だけれども、どうさばいたらいいか」

というメディアの当惑というか、メディアの側に

動揺があるように思えた。それが一番重要だと思

ったわけであります。 

もちろん私自身も、いままで多少、歴史認識問

題というものも勉強はしてきましたけれども、足

りないところがいっぱいありますし、偉そうなこ

とはいえないのです。しかし、昔はこういうこと

に対して、いろいろ達者に、タフに議論する論客

が右にせよ、左にせよ、いっぱいいた。世代が若

返った結果、政界も役人もそうだけれども、どう

もメディアの内部にもそういうタフな論客が少

なくなったんじゃないかということが、私が一番

感じたことであります。じゃ、一体、おまえは田

母神をどういうふうにとらえるんだ、書いてみろ

と、だれも言いませんでしたけれども、書いてや

ろうというふうに思いました。 

成功したとは思いませんけれども、一番意識し

たのはこういうことです。防衛大臣も腰が引けて

いるし、役人もだめだと思います。これは本当に。

いままで安全保障関係のお役人や政治家と勉強

会に加えていただいたりしてきて、横で聞いてい

ましたけれども、ああ、これはだめだと思いまし

たね。政治、行政側のグリップの弱さ。あれだけ

混乱していく。今回に限らない。いままでのこと

が全部、ああ、だからだめなんだという感想なん

です。 

大体、総理大臣が「私はどうこう言う立場にな

い」というのはどういうことだと私は思います。

浜田靖一氏は、お父さんのハマコーさんとは全然

違うタイプであります。破天荒なところは少しも

なく、まじめで、一生懸命国防族として研鑽を積

まれてきたと思いますけれども、その分だけ、体

制のインナーになってしまっていて、適切な判断

がとれなかったのではないか。私はそう考えてお

ります。 

もちろん、この中には別のご意見の方もいらっ

しゃるでしょうけれども、昔の官邸にいた、ある

ベテランの方はこんなことを言っていました。

「私なら諭旨免職にする。そして抵抗があれば懲

戒免職に持っていく。懲戒免職いきなりは難しい

だろうけれども。定年退職というところに持って

いったというのは非常によろしくない」。これも

私は調べ切っていないから無責任になりますが、

この決定は恐らく大臣と防衛事務次官と人事教

育局長の間でなされたであろうと思います。 

つまり、官邸レベルまで上がって、副長官や内

閣官房の、つまり旧内務省系の、あえていえば悪

知恵がいっぱい詰まった人たちを巻き込んでや

っていない、そんな経過があるように思います。

そういうことも含めて、この政権というのは甚だ

機能不全というか、目詰まりを起こしているなと

いうことを思いました。それはまた後で申しあげ

ます。 

この回のコラムをまとめていくのにつきまし

て、歴史家の秦郁彦さん、すでに長いおつき合い

ですけれども、お宅にお邪魔しまして、改めて取

材をいたしました。 

朝日新聞が、比較的よく歴史認識の問題点を整

理し、わかりやすく批判を展開して、適切だった

と思いますけれども、産経新聞は村山談話否定で

大キャンペーンを張っております。私、産経新聞

というのは好きなんですけれども、どうでしょう

か、左翼全盛時代のあのさわやかな産経新聞はど

こへ行ったのかなという感じがいたします。産経

にもたくさん友達がいますので、この辺にしてお

きます。 

したがって、この原稿を書くときにも、皆さん

のご批判もあるでしょうけれども、最後のほうに

書きましたが、一体メディアはどうなっているん

だ、メディア自身もこの問題を達者に議論してい

くべきなんじゃないだろうか、ということを踏ま

えて書いているつもりです。それが伝わっている
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かどうかよくわかりませんけれども、そういうこ

とでやってみました。 

幕末か、大戦前後の混沌か 

そうそう、参考人招致、私もみました。先週の

火曜日ですからもう１週間以上前ですけれども、

そこへ行ってまた一つの発見があった。あれはテ

レビ中継がありませんでしたけれども、ケーブル

テレビが院内にありますので、国会ではどこでも

みられるわけです。国会内の記者クラブでも。私

は昔の感覚で、早起きして記者席の席取りに行っ

たわけです。１０時から始まるんですけれども、

９時２０分ぐらいに行ったら、来ているのは私と

もう一人だけでした。だれもいないんですね。開

始直前にそこそこ席は埋まるけれども、往年の記

者席の熱気というものはないんです。 

そこでずっと見ていて、何を感じたか。外務大

臣、防衛大臣、官房長官が並んでいるんですが、

率直に言って、これで日本は大丈夫かな、という

感じがしました、本当に。攻め手も生ぬるいです

けれども、やっぱり頼りない。全く頼りない。 

その後で、私は、参議院の外交防衛委員会の委

員でいらっしゃる、自民党のある参院議員、自衛

隊出身の有名な方ですが、その方に、どうですか

と感想を聞いたんです。すると「まあ、とにかく

武力行使と武器の使用の区別がつかない答弁な

んだから、どうしようもないですよ」と。「それ

は外務大臣のことを言っているんですか」、「いや、

官房長官もだよ」。こういうことですから、ます

ます、日本は大丈夫かという……。 

昔、私が知っている参議院というのは、味のあ

る論客がいて、独特の雰囲気があった。あんな間

抜けな雰囲気ではなかったと思うんですけれど

も、非常に情けないなという感じを、現場に行っ

て、いよいよそういう思いを深くいたしました。 

さて、そこで、政局に絡むお話を多少申しあげ

たいと思う。この政権始まって以来、解散するか

しないかということで堂々めぐりを繰り返して、

１週間ごとに風向きが変わるということで、もう

みんな飽きちゃったというか、嫌になっちゃった。

嫌になっちゃったところへまた小沢さんが出て

きて、また解散だと雄叫びをあげて、ぐるぐる回

っているわけであります。ひどい政治だと思いま

す。外国大使館の方もいらっしゃるので、恥ずか

しいと思いますけれども、大局からいえば、現状

はまさによく評論されるように、幕末か、あるい

は総理大臣がころころ変わった昭和１０年代、あ

るいは２０年代初めの混沌というようなところに

あるのだろうと思います。 

幕末に勝海舟が咸臨丸でアメリカに行って帰

ってまいりました。そのときの老中は安藤信正だ

ったと思いますが、有名な勝の「氷川清話」にこ

んなことが書かれています。「そのほうは眼力を

備えたものであるから、アメリカをどうみたか、

申してみよ」と言われて、勝はためらったんです

けれども「どうしても申してみよ」という。「そ

れなら申しあげますが、アメリカにおいては、上

に立つ者は利口でございます」――怜悧でござい

ますというんですね、原文は――「そこが我が国

とは正反対のように思いまする」と言ったところ、

老中が「無礼者、控えおろう」と言ったという話

がありますが、いまはそういう状況なんだと思い

ます。 

だから、このばかばかしさが徹底するところま

でいかないと、日本の維新回転はないのだろうと

私も思いますし、私の好きな北岡伸一東大教授や

片山善博前鳥取県知事も「ついに幕末だ」と言っ

ておられます。まあ、幕末と似ているという評論

は昔からありますけれども、目利きの人たちがい

よいよ本気でそういうことを言い出しているな

というところであります。 

しかしながら、見えているものは幕府の頼りな

い体制ばっかりでありまして、西南雄藩、つまり

薩摩と長州は一体どこにあるのかということが

さっぱり見えないという現状であります。 

麻生首相は「池のコイ」 

私は、大体若葉マークの、まだ１年生のコラム

ニストでありますけれども、２５年政治記者をや

っていましたから、勉強会は昔ながらの政治記者

仲間でいろいろあります。その週にそういう日程

がない場合には、自分からアプローチして設定を

して、政治家やお役人や学者の先生とできるだけ

接触するようにしております。 

きのう、たまたま自民党の大ベテランをお招き

して、ちょっと仲間内でやりました。「麻生政権、
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どうですか」という話をいたしましたら、「いや

あ、こんなお粗末とは思わんやった」とおっしゃ

るわけですね。この方は選挙区が福岡ですから、

同郷の麻生さんのことは重々承知のはずですよ。

私もこんなお粗末だとは思わなかったけれども、

この大ベテランがしみじみ言うので、私もなかな

か感に打たれました。 

「池のコイや」とおっしゃるんですね。「何で

すか、池のコイというのは」。「わしらは玄界灘で

もまれてきたんや」と。外国の方もいらっしゃい

ますから説明しますと、玄界灘というのは福岡県

北部の海のことをいいまして、大変激しい冷たい

海であります。ここでとれる魚は非常に身が締ま

っておいしい。私らは玄界灘で泳いでいるブリで

ありタイである。それに比べると麻生さんは池の

コイだという意味なんです。つまり、エリートで、

ボンボン育ちで、何もわかっていない。しかし、

ここまでわかっていないとは思わなかった。こう

いうことです。 

そして、この方らしい例えで、早く解散すべき

である、と。ビル火事に例えれば、まだいま１１

月は１階が燃えている状態である。いま飛び出せ

といえば、みんな助かるんや。１２月解散になっ

たら２階だ。２階から飛びおりて骨折するやつが

いる。１月になったら３階や。わしは柔道６段だ

から、３階から飛びおりても骨折はせん。しかし、

普通のやつだったら、飛びおりたら骨折する。ど

んどん上に行ったら、みんな全滅や。みんな死ぬ

んや、と。おもしろい例えを聞いて笑ったんです

けどね。 

現在の政権の構図というのは、よく言われるよ

うに二重構造です。一つは、いわゆるお友達グル

ープです。中川昭一財務金融担当大臣と、行革担

当大臣の甘利明さんと、総務大臣の鳩山邦夫さん

と、それから自民党の選対副委員長の菅義偉（よ

しひで）さん、この人たちであります。あと麻生

派の面々ですね。この人たちが、いろいろないき

さつがありましたけれども、慎重論、解散をしな

いほうがいい、現状ではそういうことであります。 

それに対して、森喜朗さんを中心とする町村派、

幹事長の細田博之さんは町村派ですね、それから

国対委員長の大島理森さん。要するに最大派閥と、

それに依拠する党の基幹メンバーは、解散しよう

よ、と。だって、そうじゃないか、福田康夫さん

はそのためにあれだけの仕掛けをしてやめたん

だろう、一体あれは何だったんだよ、ということ

でずっときているわけです。麻生親衛隊グループ

は、「非常にまずい、いまやったらだめだ」とい

うことで、対立している。そこへ小沢さんが突っ

込んできて揺さぶりをかけたのが、きのう

(11/18)の党首会談であります。 

２次補正は出さなくてはいけませんよ、理屈か

らいえば。年内に、１２月末までに真水が出なけ

れば、中小企業は非常に影響が出るわけですから、

当然出すのは当たり前であるという理屈は説得

力がありますね。 

独裁政党体制は崩壊直前 

「給付金解散で政界再編だ」ということをいう

人がいます。民主党側からいえば、第２次補正、

給油法案と、金融機能の強化法案は全部上げるか

ら解散を約束しろという形でディールが成立す

るかどうか。麻生親衛隊は、そんなものが全部上

がったって、我々は何も得るものはないじゃない

か、という判断で、さらに先延ばししようとして、

何も決まらないのではないかなという感じであ

ります。これはしかし、まだわからない。したが

って、クリスマス解散で１月選挙の芽はいまはま

だ可能性としては残っているけれども、自民党の

大方の人たちは、いまやれば大変な目に遭うと思

っているから、慎重論が多い。 

そうなるとどうなるかというと、４月の中旬と、

あとは任期満了の９月まで飛ぶ。ダブル選挙、都

議選とのダブル選挙は公明党が非常に嫌うとい

う状況ですから、これは難しい。したがって、１

月選挙の芽が若干あるけれども、４月の選挙とい

うのは、自民党ができた１９５５年の暮れ以来、１

回もありません。通常国会のど真ん中であり、予

算が上がったとしても、その後に重要法案がある

のが普通の国会ですから、そのさなかに法案審議

をやめて選挙をするということは、慣例としてい

ままでなかった。ただ、昭和３０年（１９５５年）

の４月解散というのはあるんです。動乱期でした。

ですから、動乱になればあるのかもしれません。

だから、そこも予断を許しません。 

ある自民党の幹部、あえて名前を伏せますが、
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この人がいうには、いまから２週間ぐらい前です

けれども、彼はしみじみぼやいていましたよ。「一

体あの１０月３０日の追加経済対策というのはだ

れが決めたんですか。だれも知りませんよ、幹事

長室は」というわけです。幹事長も知りませんよ。

こんなことって、ありますかね。議員は全部現場

に出て、だれが決めたんだかわからない。政調会

長室に説明してくれというんだけれども、園田博

之さん、この方は与謝野さんの懐刀ですが、園田

政調会長代理が説明しに来てくれるというんだ

けれども、さっぱり来てくれない。こんなことを

ぶつぶつ幹事長室が言っているというんです。 

幹事長というのは、党の要ですよ。ここと自民

党が全く連絡不通、音信不通になっているという

ことです。そして、政調会長室にも、そういうこ

とを調整される方が一人もいない。つまり、リエ

ゾンオフィサーが全然いない。副長官もそういう

ことをしない。内閣官房副長官というのは本来、

野党や国会対策や与党との調整役ですけれども、

そういうことをなさらない。驚くべく体制であり

ます。 

そろそろ終わりにしますけれども、鈴木宗男さ

んが、宗男日記という視聴率の高いブログで、私

はたまたまみていたのですが、ごく最近、給付金

の迷走を評してこういうことを言っております。 

「簡単な話、麻生首相が軽くみられているから

である」とあって、とにかく３０年以上の政治キ

ャリアの中で派閥の運営とかをしてこなければ

総理大臣なんかできないんだ、というのが彼の持

論でありますが、「トップリーダーには恐さ、凄

味がなくてはいけない。安倍、福田、麻生と三代

に共通しているのは、恐さ、すごみ、厳しさがな

く、裂帛の気合い持って政治に取り組むという気

が伝わってこないことである。それが不幸の状況

を作り出している」と宗男さんは言っております。 

まあ、３０年やらなければ、総理大臣ができな

いかどうかということになると、じゃ、オバマさ

んはどうなんだ、諸外国はもっと自由闊達にやっ

ているではないか、ということになります。もち

ろん、政治制度の比較というのは単純ではありま

せんけれども。 

今の日本は２大政党が単純に交代するという

ような局面ではない、１９８９年はちょうど東欧革

命の年でありますが、そういう、王朝というか、

独裁政党体制がぶっ倒れる直前というような、そ

ういう感じでみております。 

散漫な話になりましたけれども、そういう感想

を申し上げて私のご報告とさせていただきます。

どうもご清聴ありがとうございました。（拍手） 

(文責・編集部) 

 




